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　1．　カッパV型の構想

　K－150ロケットは，元来，K－IV型として，245Bブー

スタと組み合せて1・G・Y・ロケット観測の本観測用に用

いられるよう考えられていた．カッパV型は，K－150に

220Bブースタを組み合せてできる2段式ロケットで，

カッパW型の中間ステップにすぎない．

　この中間ステップをわざわざ踏み，まわりくどい道を

歩いてVI型に到達しようと計画された第一の理由は，カ

ッパVI型のブーtスタステージにおけるロケットの曲げ自

己振動数が異常に低く，15c．p．s．程度であることが見

透されていたことで，このような低個有振動度ロケット

が，超音速領域でフラッタの危険なしに飛しょうし得る

ことを予め確かめる目的で，カッパV型が計画されたの

である．

　カッパV型の曲げ個有振動数は20c・p・s・であり，こ

の飛しょうが正常であればK－V［型の安全性が確かめら

れるわけである．また超音速領域における安定性，横方

向加速度による荷重などについて，K－IV型以後行われ

た研究の成果がすべてK－V型で確かめられるはずで，

K－V型のロケットとしての性能は悪く，上昇高度はた

かだか15kmにすぎないが，このロケットが正常に飛し

ょうするか否かは，その次にテストするK－V［型の成否

をそのまま左右するという重大なkey　pointであった・

　2．　K－V型の計画

　K－V型は前述のようにすでにテストされたK－150型

ロケットにK－IV型に用いられた既知の220Bブースタ

を組み合せた2段式ロケットである．

　K－150および220Bブースタについてはすでに詳述さ

れた通りであるが，ブー一スタとK－150の結合部は特に

考慮が払われ，剛性の低下をできるだけ防ぐように設計

された．次に空力加熱に対する対策として，尾翼の外皮

をアルミ合金板からstee1にかえた．

　第1図がその外観で，3機用意され，

　K－V－1号機　X・（加速度計），X2（減速度計），

　　　　　　　YZ（横方向加速度計）

　　〃　2号機　X1，　X2，歪計，温度計

　　〃　3号機　X1，　X2，　Y，　Z

がそれぞれ搭載され，この外にテレメータ送信器，およ

びレーダトランスポンダがのせられた．

　3・飛しょう試験とその成果

　K－V型は3機製作されたが，実際は2機の飛しょう試

験でその目的を達したので，3号機の飛しょうは行われ

ていない．

　K－V－1号機の飛しょうは1958年4月29日午前9時

に行われた．諸元は

　　ブースタステージ　全長＝5，4541nm

　　　　　　　　　　重量＝＝　202．4kg

　　　　　　　　　　翼輻＝999．5mm

　　　　　　　　　　C．G．＝65．9％～58．8％
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全長＝・3，253mm

重量＝70．5kg

翼幅＝700mm
C．G．・＝58．9％一》52．9％

　で，booster・stageでの曲げ個有振動数は15～17　c．　p．　s．

　で従来になく低いので，発射角を55°に下げた．またブ

　ースタ結合部にノックピンを打ち剛性向上につとめた．

　　coastingは1秒であった．

　　220B，150ともに飛しょうは正常で，安定性，強度，

　剛性は適当であることが認められ，K－VI型計画への明

　るい見透しがっいたわけである．

　　テレe・・…メータ系は落下まで正常に働いたが，レーダは

　不調で，角度追距ができず，距離測定が辛うじてできた

　程度であった．

　　K－V－2号機は，不調であったレーダの再テストに主

　眼をおいて1958年5月　25日12時40分行われ，今回は

　テレメータ，レーダ共に落下まで正常に働き，その目的を

　　　　　　完遂した．

　　　　　　　1号機の飛しょう秒時は202秒，2号機は

　　　　　　発射角度70°で飛しょう秒は140秒であった・

600　　　　　いずれも性能は性能計算書を上廻り，K－

　　　　　　150の抵抗係数がK－128J，　K－122Sに比べて

　　　　　　低いという前回までのコストの結果をさらに

　　　　　　裏書きすることになった．

　　　　　　　以上をもってK－Vのテストを終了し，K－V

　　　　　　型の安全性が確かめられた．　（1958．8．17）
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